






























































































































































































































































































④ 「経営」、「マーケティング」などに興味を示す

 問６で「受験したい」と回答した 36人に本学部の５つの学びの領域の中で、興味のあ

る分野・テーマを質問したところ、１番多かったのは「経営」が 14人（38.9％）、次いで

「マーケティング」が 10人（27.8％）、「デジタルビジネス」が 7人（19.4％）の順であ

った。 
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資料１ 大手前大学「経営学部 経営学科（仮称）」概要 

学生確保（資料）-41-



裏面①・大手前短期大学の在学生向け 
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裏面②・大手前短期大学以外の短期大学・専門学校の在学生向け 
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資料２ 設置構想についての編入学意向アンケート調査用紙 
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資料１３ 私⽴⼤学経営系学部の学納⾦

全国の私⽴⼤学の経営学・経営情報学・商学・会計学の平均（令和３年度時点）
所在地 ⼊学⾦ 授業料他 合計
全国 228,233 1,061,558 1,289,791

※旺⽂社教育情報センター調べ

⼤⼿前⼤学と競合する経営系学部の学納⾦
所在地 ⼤学名 学部名 ⼊学⾦ 授業料他 合計
京都府 ⿓⾕ 経営 260,000 761,000 1,021,000

追⼿⾨学院 経営 160,000 1,035,000 1,195,000
⼤阪学院 経営 200,000 1,068,000 1,268,000
⼤阪経済 経営 270,000 890,000 1,160,000
⼤阪経済法科 経営 200,000 996,000 1,196,000
⼤阪産業 経営 250,000 832,000 1,082,000
⼤阪商業 総合経営 200,000 1,040,000 1,240,000
⼤阪成蹊 経営 250,000 992,000 1,242,000
近畿 経営 250,000 1,085,000 1,335,000
四天王寺 経営 300,000 1,157,000 1,457,000
摂南 経営 250,000 970,000 1,220,000
阪南 経営情報 210,000 1,080,000 1,290,000
桃⼭学院 経営 230,000 1,029,000 1,259,000
関⻄国際 経営 300,000 1,119,000 1,419,000
甲南 経営 300,000 926,000 1,226,000
神⼾学院 経営 300,000 940,000 1,240,000
武庫川⼥⼦ 経営 200,000 1,000,000 1,200,000
流通科学 商 300,000 970,000 1,270,000

奈良県 帝塚⼭ 経済経営 180,000 1,000,000 1,180,000
※各⼤学 公式WEBサイトにおける情報公開ページより 平均額 1,236,842
※いずれも１年次⼊学の場合

⼤⼿前⼤学 経営学部 学納⾦
所在地 ⼤学名 学部名 ⼊学⾦ 授業料他 合計
兵庫県 ⼤⼿前 経営 240,000 1,050,000 1,290,000

※予定額

学問分野
経営学・経営情報学・商学・会計学

兵庫県

⼤阪府
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◆ ⼤⼿前⼤学（通学課程）
志願者数,受験者数,合格者数,⼊学者数

平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3
国際⽇本学部 190 582 1054 1028 658 545 980 979 606 350 414 388 354 197 225 196 211
建築＆芸術学部 180 431 792 851 685 412 752 794 640 280 341 306 294 182 222 194 217
現代社会学部 220 715 1495 1680 941 668 1381 1553 867 439 502 450 307 265 268 246 230
健康栄養学部 80 405 469 227 279 388 452 217 267 151 148 130 116 88 82 54 86
国際看護学部 80 - 618 584 345 - 580 542 323 - 147 141 131 - 84 80 89

計 750 2133 4428 4370 2908 2013 4145 4085 2703 1220 1552 1415 1202 732 881 770 833

志願倍率,受験倍率,合格者倍率,⼊学定員充⾜率

平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3
国際⽇本学部 190 3.06 5.54 5.41 3.46 2.86 5.15 5.15 3.18 1.55 2.36 2.52 1.71 1.03 1.18 1.03 1.11
建築＆芸術学部 180 2.39 4.40 4.72 3.80 2.28 4.17 4.41 3.55 1.47 2.20 2.59 2.17 1.01 1.23 1.07 1.20
現代社会学部 220 3.25 6.79 7.63 4.27 3.03 6.27 7.05 3.94 1.52 2.75 3.45 2.82 1.20 1.21 1.11 1.04
健康栄養学部 80 5.06 5.86 2.83 3.48 4.85 5.65 2.71 3.33 2.56 3.05 1.66 2.30 1.10 1.02 0.67 1.07
国際看護学部 80 - 7.72 7.30 4.31 - 7.25 6.77 4.03 - 3.94 3.84 2.46 - 1.05 1.00 1.11

計 750 2.84 5.90 5.82 3.87 2.68 5.52 5.44 3.60 1.65 2.67 2.88 2.24 1.09 1.17 1.02 1.11

上記期間において⼊学定員に変更なし

◆ ⼤⼿前短期⼤学
志願者数,受験者数,合格者数,⼊学者数

平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3
224 309 227 193 217 306 221 189 199 290 193 177 177 230 168 152

- - 139 140 - - 135 129 - - 82 91 - - 77 76
224 309 366 333 217 306 356 318 199 290 275 268 177 230 245 228

志願倍率,受験倍率,合格者倍率,⼊学定員充⾜率

平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3 平成30 平成31 令和2 令和3
0.89 1.54 1.51 1.28 0.86 1.53 1.47 1.26 1.09 1.05 1.14 1.06 0.70 1.15 1.12 1.01

- - 1.98 2.00 - - 1.92 1.84 - - 1.64 1.41 - - 1.10 1.08
0.89 1.54 1.66 1.51 0.86 1.53 1.61 1.44 1.09 1.05 1.29 1.18 0.70 1.15 1.11 1.03

平成30 平成31 令和2 令和3
250 200 150 150

- - 70 70
250 200 220 220

※1 志願倍率=志願者数/⼊学定員
※2 受験倍率=受験者数/⼊学定員
※3 合格者倍率=受験者数/合格者数
※4 ⼊学定員充⾜率=⼊学者数/⼊学定員
(※1~※4で算出した数値は⼩数点第3位以下を切捨て)

志願者数 受験者数 合格者数 ⼊学者数

学部
⼊学
定員

志願倍率※1 受験倍率※2

計

⼊学定員充⾜率※4

ライフデザイン総合学科
⻭科衛⽣学科

計

学科
⼊学定員

合格者倍率※3
学科

志願倍率※1 受験倍率※2

資料１５ ⼤⼿前⼤学、⼤⼿前短期⼤学における志願倍率・⼊学定員充⾜率等の推移 （平成30年度〜令和3年度）

ライフデザイン総合学科

ライフデザイン総合学科
⻭科衛⽣学科

⻭科衛⽣学科
計

学科
志願者数 受験者数 合格者数 ⼊学者数

合格者倍率※3 ⼊学定員充⾜率※4

学部
⼊学
定員
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資料１７ 企業が勤務する⼈材に求める専⾨的知識（年齢階層別）

※⼀般社団法⼈ ⽇本経済団体連合会
「ポスト・コロナを⾒据えた新たな⼤学教育と産学連携の推進」
（令和3（2021）年4⽉19⽇公表資料）より
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※⼀般社団法⼈ ⽇本経済団体連合会
「採⽤と⼤学改⾰への期待に関するアンケート結果」（令和4（2022）年1⽉18⽇公表資料）より

資料１８ 企業における分野別専⾨⼈材の採⽤・育成動向（今後５年程度先のトレンド）

⇒７２．９％で
この分野の専⾨
⼈材が必要（主
として社内育成
＋主として外部
採⽤＋育成・外
部採⽤が同程度
の合計。以下同

⇒９１．８％で
専⾨⼈材が必要

⇒９１．８％で
専⾨⼈材が必要

⇒８６．６％で
専⾨⼈材が必要

⇒８７．８％で
専⾨⼈材が必要
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大手前大学「経営学部 経営学科（仮称）」 

設置構想に係る人材需要の見通し調査 

（設置構想についての人材需要アンケート調査） 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 2月 

 

株式会社 高等教育総合研究所  
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１ 人材需要アンケート調査の概要 

調 査 目 的 

令和 5（2023）年 4 月開設に向け、設置構想中である大手前大学「経営

学部 経営学科」（仮称／入学定員 170 人を予定）の人材需要のニーズを

第三者機関によるアンケート調査を用いて、人材需要の見通しを測るこ

とを目的とする。 

調 査 時 期 令和 3（2021）年 12月 

調 査 対 象 

以下の合計 2,191 箇所 

 大手前大学既設学部に対して令和 4（2022）年度採用の求人があっ

た（令和 3（2021）年 5月 31日時点）企業の一部（資本金額上位の

企業）、合計 2,055箇所。

 地方自治体 84箇所（兵庫県・大阪府の県府市庁・町村役場）

 有給職員 5人以上の NPO法人 52箇所（兵庫県・大阪府に所在）

調 査 内 容 

一部記述、選択肢式の 8問。 

回答企業・団体の基本情報（主業種、所在地、従業員、職員数）や大手

前大学「経営学部 経営学科（仮称）」の社会的ニーズ、養成する人材の

採用意向などについて。 

回 答 件 数 427件（回収率 19.5%） 
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２ 全質問項目の集計結果 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

調査名称 回収総件数 

大手前大学 経営学部 経営学科（仮称）人材需要アンケート調査 427件 

問１ 貴社、貴団体の主業種として、最もあてはまるものをお答えください。（最もあてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 農業、林業、漁業、鉱業 1 0.2% 

2 建設業 64 15.0% 

3 製造業 75 17.6% 

4 電気、ガス、熱供給、水道業 4 0.9% 

5 通信業、放送業 4 0.9% 

6 情報サービス業 36 8.4% 

7 インターネット付随サービス業 0 0.0% 

8 映像・音声・文字情報制作業 1 0.2% 

9 運輸業 21 4.9% 

10 卸売業、小売業 97 22.7% 

11 金融業、保険業 15 3.5% 

12 不動産業、物品賃貸業 8 1.9% 

13 宿泊業、飲食サービス業 9 2.1% 

14 教育、学習支援 0 0.0% 

15 医療、福祉 12 2.8% 

16 学術研究、専門・技術サービス業 4 0.9% 

17 複合サービス業、その他サービス 29 6.8% 

18 地方自治体 33 7.7% 

19 ＮＰＯ 7 1.6% 

20 その他 7 1.6% 

無回答 0 0.0% 

合計 427 100.0% 
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問 2 貴社の本社、貴団体の主たる事業所の所在地をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

※無回答であった都道府県は記載していない

選択項目 回答数 構成比 

1 北海道 6 1.4% 

4 宮城県 1 0.2% 

6 山形県 1 0.2% 

8 茨城県 1 0.2% 

9 栃木県 3 0.7% 

10 群馬県 3 0.7% 

11 埼玉県 13 3.0% 

12 千葉県 1 0.2% 

13 東京都 123 28.8% 

14 神奈川県 10 2.3% 

15 新潟県 5 1.2% 

16 富山県 4 0.9% 

17 石川県 4 0.9% 

18 福井県 4 0.9% 

19 山梨県 1 0.2% 

20 長野県 6 1.4% 

21 岐阜県 6 1.4% 

22 静岡県 9 2.1% 

23 愛知県 34 8.0% 

24 三重県 1 0.2% 

25 滋賀県 3 0.7% 

26 京都府 10 2.3% 

27 大阪府 92 21.5% 

28 兵庫県 44 10.3% 

30 和歌山県 4 0.9% 

33 岡山県 5 1.2% 

34 広島県 6 1.4% 

35 山口県 2 0.5% 

36 徳島県 1 0.2% 

37 香川県 2 0.5% 

38 愛媛県 3 0.7% 
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40 福岡県 6 1.4% 

41 佐賀県 1 0.2% 

42 長崎県 2 0.5% 

43 熊本県 1 0.2% 

44 大分県 1 0.2% 

48 海外 1 0.2% 

無回答 7 1.6% 

合計 427 100.0% 

問３ 貴社の従業員数、貴団体の職員数をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 ～99 人 24 5.6% 

2 100～299 人 103 24.1% 

3 300～499 人 67 15.7% 

4 500～999 人 101 23.7% 

5 1,000～2,999 人 80 18.7% 

6 3,000～9,999 人 38 8.9% 

7 10,000 人～ 14 3.3% 

無回答 0 0.0% 

合計 427 100.0% 

問４ 
大手前大学が設置構想中の「経営学部 経営学科(仮称)」は社会的ニーズが高いと思われますか。（あてはまるもの

１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 ニーズは極めて高い 79 18.5% 

ニーズはある程度高い 292 68.4% 

ニーズはあまり高くない 44 10.3% 

ニーズは高くない 6 1.4% 

無回答 6 1.4% 

合計 427 100.0% 
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問５ 

大手前大学が設置構想中の「経営学部 経営学科 (仮称)」は以下の 5 つの学びの領域を設け、学生が興味のある

分野・テーマを選んで経営学の専門知識を深められます。貴社、貴団体にとって関連があると思われるものをお選び

ください。（あてはまるものすべてにマーク） 

※複数回答項目のため、回答数はのべ

※回答率は、各項目を挙げた者の割合

選択項目 回答数 回答率 

1 経営 235 55.0% 

2 会計 179 41.9% 

3 マーケティング 239 56.0% 

4 デジタルビジネス 215 50.4% 

5 いきいきキャリア 110 25.8% 

問６ 
大手前大学が設置構想中の「経営学部 経営学科(仮称)」が養成する人材を採用したいと思われますか。（あてはま

るもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1 ぜひ採用したい 115 26.9% 

2 採用を検討したい 184 43.1% 

3 採用しない 11 2.6% 

4 わからない 116 27.2% 

無回答 1 0.2% 

合計 427 100.0% 

問７は、問６で「ぜひ採用したい」「採用を検討したい」と回答した 299 人が回答対象である。 

問７ 

【問７は問６で「ぜひ採用したい」「採用を検討したい」と回答いただいた場合にお答えください】大手前大学が設置構

想中の「経営学部 経営学科(仮称)」で養成する人材について、採用を検討したいと思われる人数をお答えください。

（あてはまるもの１つにマーク） 

選択項目 回答数 人数合計 

1 １名 162 162 

2 ２名 63 126 

3 ３名 30 90 

4 ４名 4 16 

5 ５名 5 25 

6 ６名以上 22 132 

無回答 13 - 

合計 299 551 
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問８ 
大手前大学が設置構想中の「経営学部 経営学科(仮称)」について期待される点、ご要望等がありましたらご自

由に記入ください。 

 ※原文ママ 

業種 内容 

建
設
業 

 

「働く事を考える」「人間関係トレーニング」など、社会で活躍していく必須項目であると思います。 

IT 関係の専門知識が重要 

スペシャリストとしての専門（得意）分野とゼネラリストとしての総合力を持ち合わせたハイブリッド人材の育成に

期待しております。 

会社とは、経営とは、といった広い視野で物事を考えることのできる学生の指導、教育を是非ともよろしくお願い

いたします。 

建設業も IT 化が進んでいます。この分野の発展性は無限ですので更なる進化に期待します。 

実際に就業体験のない学生に対して、どこまで臨場感をもった学びが提供できるのかが成否の鍵を握っている

と感じます。 

上場している弊社にとっては監査に対応する社員が欲しいです。そのようなプロフェッショナルを教育することを

期待しております。 

真面目さ 

独自性がアピールできるとよいかと存じます。学ぶ内容は、経営、会計の業種だけでなく幅広く社会で活かせる

と思います。是非、就職先の幅を広げてほしいです。 

「新しいこと」を生み出す力を期待します。 

5 つの学びの領域を一通り習得された方は、事務職（経理、企画、マーケティング、情報）においてご活躍いた

だけるものと思われます。専門スキルに加え、人間性（主体性、コミュニケーション力）が養われれば、社会人と

しての活躍に、更に期待が増すものと思います。IT 人材の需要は高くなっていくと思います。 

会計：経理、財務知識。デジタルビジネス：RPA や DX について 

経営学部は他大学でも多くあるため、特徴があり学生の質もある程度ないと厳しいかもしれない 

自らの興味を持った事柄を学び抜き、楽しく悔いのない学生生活を送っていただきたいです。自発的に行動で

きる人材を求めております。 

人口が減っている中なので、人材確保の難しさと他大学との差別化をうちだすのは、難しそうに感じます 

製造業の製造職で働きたいという方は少ないかもしれませんが、その少ない人数の方々が選択肢を増やせる

ようにして頂きたいです。 

特色のある学部になることを期待しています。 
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業種 内容 

情
報
サ
ー
ビ
ス
業 

「いきいきキャリア」の名称を再考した方がよいかと思います。 

今後は文系の学生もデジタルビジネスに強くないと遅れをとるようになってしまう。 

使っているだけでは不十分なので、知識や多少の技術を持っていることが強みになると思います。 

運
輸
業 

経営の知識だけではなく、経済についての知識をしっかり身につけていただきたいと思います。特にマクロ経済、

金融政策について幅広い見識を持つと、より世間からのニーズが高まると思います。 

経営学を学ばれることで、企業で活躍できる人材を育成していただけることに魅力を感じました。 

当社においてはマーケティングの知識を持つ社員が不足しているため、マーケティングの専門知識をもつ人材育

成に期待します。 

養成する人材として、「地域経済に貢献する有為な人材」とあり、弊社の事業やビジョンにマッチしている点、期待し

ています。 

卸
売
業
、
小
売
業 

デジタル分野の知識を持った学生さんは、特にニーズがある気がいたします。 

有能な学生さんの輩出に期待しております。 

営業活動をしていく上での視野の広さ 

価値が多様化している状況である為、マーケティングや経営等の知見が広い方は重宝されると思われます。 

あとは、大前提として人との交流やアウトプットとしてこそのマーケティングだと思われますので、そうした機会を多

く設けて頂けると助かります。 

学業に向上心を持って前向きに取り組む人材の育成に期待いたします。 

アルバイトも大切ですが、大学で学ぶべき事が社会人になった時に大きく役立つはずです。 

経営に関することについて学ぶ、また「モノ」を売る仕組みやどのようにして「モノ」を販売していくのかを学んで社会

へ貢献して頂きたい 

資格があると採用側としてありがたいと思います。 

主体性を持って学び行動し、ビジネスの目標を兼ね備えた学生さんの育成を期待しています。 

商品の販売戦略やマーケティング、経営戦略の基礎知識を持った方にぜひご応募頂ければと思います。 

将来的に幹部としてマネジメントが出来るような人材を多く育成される事に期待しています。 

経営学部で学ばれる会計、マーケティングなどの知識は小売業界でも活かせられる大きな強みになります。 

専門的な知識の学びも大切だが、「人」として何が大事なのかを学んでほしい 

弊社と共感できる学生様なら学校問わず大歓迎です。 
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業種 内容 

金
融
業
、
保
険
業 

IT、データサイエンスの知識がある人材が増えていくことに期待しております。 

スペシャリストの必要性を感じています。 

縦と横の関係が重要になる会社組織で、「人間関係トレーニング」「職場コミュニケーション」という科目に期待し

ます。また、社会に出ればいろんな問題が起こるので「リーダーシップと問題解決」も実践に基づく内容から人間

力向上につながると思います。 

不
動
産
業
、 

物
品
賃
貸
業 

主体的に動ける学生は非常に採用したいと考えています。そのため、在学中に実社会で活躍できるスキルを身

につけられる科目は魅力に感じます。 

医
療
、
福
祉 

ぜひ実践的なワーク等を通じた人材育成を進めていただければと思います。 

ソーシャルベンチャーや社会人リカレントプログラム、福祉経営のプログラムを期待します。 

経営学部、経営学科の内容を拝読しましたが、どの企業様でも必要になるものに感じました 

経済構造がお金⇒想いに変わればどうなるか研究してほしい 

詳細が不明なので、卒業生を見て判断したい 

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
、
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス 

フィールドワークなど実践的な学習を行い、学習していく上で様々な課題と向き合い成長される事を望みます。 

組織単位で思考ができる人材の育成 

他大学との差別化 

特に上司や同僚との円滑なコミュニケーションは、働く上で重要なスキルとなってくるかと思いますので、大学時

代にそれらを学び、身に付けられる点が良いと感じます。 

簿記の勉強と３級の取得をお願いします。 

地
方
自
治
体 

地方（地域）で就職、起業することへの誇りを持つ人材育成をお願いしたい 

そ
の
他 

設置構想中の学部卒業生について是非選考への応募をご検討頂きたく思います。 
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３ 集計結果のポイント 

※構成比はいずれも少数第二位を四捨五入した。したがって合計は必ずしも 100.0％とは一致しない。 

① 回答企業・団体の基本情報 

 
回答企業・団体 427 件のうち、最も回答数が多かったのは、「卸売業、小売業」で 97 件

（22.7％）であった。次いで、「製造業」が 75 件（17.6％）、「建設業」が 64 件（15.0％）

の順であった。また、問２で所在地を質問したところ、「大阪府」の 92件（21.5％）、「兵庫

県」の 44件（10.3％）で全体の 1/3を占めた。 
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資料１ 大手前大学『経営学部 経営学科（仮称）』概要 

資料２ 設置構想についての人材需要アンケート調査用紙 
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審査意見への対応を記載した書類（7 月） 
 

（目次） 経営学部 経営学科 

 

1.  学生確保の見通しについて、高校生アンケート調査において 206 人が「合格した

場合、入学したい」と答えており、増加後の入学定員を上回るとの説明がされている

が、合わせて説明されているクロス集計において示されているとおり、希望進路を「進

学」、関心のある学問分野を「社会科学」、本学部を「受験したい」かつ「合格した場

合、入学したい」と選択した者は 134 人となっており、本学部の入学定員 170 人を

長期的かつ安定的に満たす十分な根拠があるとは判断できない。また、関心のある学

問分野について、「社会科学」の内訳は、「経営学、経済学、法学・政治学、社会学な

ど」となっており、本学部の学問分野と整合性のある対象分野であるか判然としない

上に、当該調査項目は他分野との複数回答可となっていることから、これらのクロス

集計をもって本学部に係る学生確保の見通しが十分にあるとは判断し難い。 

また、今後の少子化の影響を考慮した学生確保の見通しに関する説明において、18 

歳人口の予測減少率を乗じる対象が、前述の 134 名ではなく、クロス集計で「合格

した場合、入学したい」を除いた 345 名とするなど、分析方法の妥当性にも疑義が

ある。このため、改めて客観的な根拠を示した上で、本学部に係る長期的かつ安定的

な学生確保の見通しがあることを明確に説明すること。(是正事項)  ・・・・・・2 
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（是正事項） 経営学部 経営学科 

 

（対応） 

 審査意見の指摘を踏まえて、下記のとおりの対応を行った上で、学生募集の見通しについ

て、総合的に考察することとした。 

 

１．追加の高校生アンケート調査の実施 

 

 是正意見においては、「本学部を「受験したい」かつ「合格した場合、入学したい」と選

択した者は 134 人となっており、本学部の入学定員 170 人を長期的かつ安定的に満たす

十分な根拠があるとは判断できない」と指摘されている。 

 昨年 10～12月に行った高校生アンケート調査では、調査協力校が 76校に留まったため、

初回調査と同じ第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が、本年 6 月 25 日～7 月 7 日

の間に、2023 年 4 月に大学進学時期を迎える高校 3 年生に追加のアンケート調査を実施し

た。 

追加調査の対象は、①新たにアンケート調査への協力が得られた 7 校（兵庫県 5 校、京都府

2 校）に在学する高校生、②経営学部のオープンキャンパスに来場した高校生、③本学経営

学部に関心ありとして「大手前大学 大学案内 2023」のパンフレット資料を請求した高校生

（オープンキャンパスの来場者は除く）とし、昨年の初回調査と同じアンケートの質問項目・

１．学生確保の見通しについて、高校生アンケート調査において 206 人が「合格

した場合、入学したい」と答えており、増加後の入学定員を上回るとの説明がさ

れているが、合わせて説明されているクロス集計において示されているとおり、

希望進路を「進学」、関心のある学問分野を「社会科学」、本学部を「受験したい」

かつ「合格した場合、入学したい」と選択した者は 134 人となっており、本学

部の入学定員 170 人を長期的かつ安定的に満たす十分な根拠があるとは判断で

きない。また、関心のある学問分野について、「社会科学」の内訳は、「経営学、

経済学、法学・政治学、社会学など」となっており、本学部の学問分野と整合性

のある対象分野であるか判然としない上に、当該調査項目は他分野との複数回答

可となっていることから、これらのクロス集計をもって本学部に係る学生確保の

見通しが十分にあるとは判断し難い。 

また、今後の少子化の影響を考慮した学生確保の見通しに関する説明におい

て、18 歳人口の予測減少率を乗じる対象が、前述の 134 名ではなく、クロス集

計で「合格した場合、入学したい」を除いた 345 名とするなど、分析方法の妥

当性にも疑義がある。このため、改めて客観的な根拠を示した上で、本学部に係

る長期的かつ安定的な学生確保の見通しがあることを明確に説明すること。 
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学部概要資料を用いて、アンケート用紙もしくはインターネットを通じて回答を求めた。 

得られた回答から、昨年調査済の 76 校に在学する高校生のデータを除き、重複を避けて集

計したところ、入学意向について「合格した場合、入学したい」と回答した者が新たに 195

人おり、初回調査と統合すると計 401 人にのぼることが確認できた（表 1）。 

 

表１ 本学経営学部高校生アンケート調査の集計結果 

（単位：人） 

回答数 

有効回答数 

(追加調査は初回調

査の 76 校を除く) 

問 5 受験意向 

「受験したい」 

問 6 入学意向 

「合格した場合、

入学したい」 

「併願大学等の

結果によって」 

11,288 11,223 817 401 398 

 

 さらに、追加調査のデータを初回調査のデータに統合した上で、再度、高校卒業後の希望

進路は「進学」、関心のある学問分野は「社会科学」である者に絞ったクロス集計を行った

ところ「合格した場合、入学したい」と回答した者は 201 人となり、大手前大学経営学部の

定員 170 人を上回ることが確認できた（図 1）。 

 

 

 

図１ 追加アンケート調査を反映したクロス集計結果 

 

 なお、大手前大学経営学部は、ゼロベースで新たに立ち上げるものではなく、既設の現代

社会学部の企業経営分野を移管する形で改組するものである。過去 4 年間において、現代社
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会学部において企業経営分野を主専攻とするゼミで学ぶ学生数の平均は 76 人である（表 2）。

つまり、本学は毎年 70~80 人の経営学を学びたいとする学生を確保できる潜在能力を持っ

ている。 

経営学部は、こうした現代社会学部において築いた企業経営に関する学びの信頼と実績

を土台に、学生募集活動を行うため、長期的かつ安定的な学生確保を実現できる。 

 

表 2 本学現代社会学部の企業経営分野を主専攻とするゼミの在籍者数 

（単位：人） 

2017 年度入学 

(2020 年度卒) 

2018 年度入学 

(2021 年度卒) 

2019 年度入学 

（現 4 年生） 

2020 年度入学 

（現 3 年生） 

平均 

41 67 109 87 76 

 

２．クロス集計における絞り込み方法の妥当性に関する検討 

 

 是正意見においては、「関心のある学問分野について、「社会科学」の内訳は、「経営学、

経済学、法学・政治学、社会学など」となっており、本学部の学問分野と整合性のある対象

分野であるか判然としない上に、当該調査項目は他分野との複数回答可となっていること

から、これらのクロス集計をもって、本学部に係る学生募集の見通しが十分にあるとは判断

し難い」と指摘されている。 

 今回のクロス集計においては、問 5 で本学経営学部を「受験したい」と回答した層を十分

に精査した上で、その中に「合格した場合、入学したい」という者が何人いるかに注目する

こととした。具体的には、本学経営学部を「受験したい」とした回答について、問 3 の高校

卒業後の希望進路で「進学」を選び、かつ問 4 の関心ある学問分野で「社会科学」を選んで

いるという条件で絞り込みをかけた。 

 なお、「社会科学」という学問分野で絞り込みをかけた理由は次のとおりである。まず、

経済、経営、商学の分野は、大学設置基準において経済学関係と括られるように、学問分野

として一体のものと扱われており、進学情報誌等においても経済、経営、商学系と記載され

ることが多いことから、受験生にもひとつの学問分野として認識されていると考えられる。

また、そもそも経営とは、よい社会を実現するための営みであり、様々な角度からよい社会

の実現に貢献したいと考える学生が経営学部を志望するものと思われる。別紙 1 の「学問

分野間の進路希望状況分析」（株式会社リクルート調べ）は、高校生に希望する進路の系統

を第 1 位から最大第 3 位まで選択させ、第 1 位を縦軸に第 2 位、第 3 位を横軸にとってそ

の関係を分析したものだが、これを見ても経済、経営、商学の分野を志望する学生は、法律・

政治や社会・メディアといった幅広い社会科学分野を志望している。こうしたことから、併

願を含めて本学を「受験したい」という層を絞り込むにあたっては、「社会科学」の学問分

野を用いることが適切だと判断した。 
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本学部の学問分野との整合性という観点で見ても、経営学は、経済学、法学・政治学、社

会学など、社会科学における幅広い学問分野に基礎を置く応用的な学問分野であり、本学部

におけるカリキュラムにおいても、経済学に関連する「経営戦略論」「ミクロ経済学」「証券

投資論」、法学に関連する「ビジネス法の基礎」「税務会計論」、社会学に関連する「経営組

織論」「キャリア形成と社会」、政治学に関連する「環境経営論」などの科目を提供すること

から、社会科学における幅広い分野への関心と本学部の入学意向とは矛盾せず、むしろ好ま

しいことである。 

また、人文科学、理学、工学、教育学、芸術学といった他の学問分野との複数回答となっ

ているデータを分析に用いる点については、経営学は、ひとの生き方から社会のあり方まで

を幅広く扱う学問であり、学びの前提として、人間、社会、技術等についての深い教養が必

要である。とりわけ、これからの経営を考えるには、持続可能性、ダイバーシティ＆インク

ルージョン、ウェルビーイング、カーボンニュートラル、Society 5.0 といった社会の大き

な変化を捉える必要があり、そのためには、歴史、哲学、文化、科学、芸術といった幅広い

学問分野に対する関心も求められる。そのため、本学では「総合科目」として、幅広い教養

科目を置くほか、他学部の科目を学生自身の選択にもとづき自由に履修できる「クロスオー

バー制」を導入している。 

このように、幅広い社会科学分野に加えて、社会科学以外の分野にも興味を持つことは本

学部の学びを進める上で大変有意義であり、今回のクロス集計と本学経営学部の学問分野

とは十分整合している。以上のことから、クロス集計の結果を、本学部に係る学生募集の見

通しの根拠とすることは妥当であると考える。 

 

３．追加データを踏まえた少子化影響についての考察 

 

是正意見においては、今後の少子化の影響を考慮した学生確保の見通しについて、改めて

客観的な根拠を示した上で、本学部に係る長期的かつ安定的な学生確保の見通しがあるこ

とを明確に説明すること、と指摘されている。 

すでに述べたとおり、追加アンケートを加味したクロス集計では「合格した場合、入学し

たい」との回答は 201 人であった。高校生アンケート調査を実施した 10 府県における 2033

年度 18 歳年齢人口予測の 2023 年度比 89.3%をこの数字に乗じると 179 人となり、経営学

部の定員 170 人を満たす水準となる。 

また、クロス集計を経ても「合格した場合、併願大学等の結果によって入学したい」と回

答した者が 257 人いる。今後、大手前大学経営学部が着実に実績を積み重ね、カリキュラ

ムの魅力を訴求することにより、併願者の一定数を入学者として確保できると考える。 

 ちなみに、経営学部の基礎となった現代社会学部では、併願可能な入試種別（一般入試、

共通テスト利用入試）の合格者数に対する入学者数の比率（歩留まり率）は、過去 4 年の実

績で、3 割程度である（表 3）。「合格した場合、併願大学等の結果によって入学したい」と
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回答した 257 人に、歩留まり率の 3 割を乗じると 77 人となる。 

 

表 3 本学現代社会学部の併願可能な入試種別の歩留まり率(2019~2022 年度) 

（単位：人） 

合格者数（A） 入学者数（B） 歩留まり率（B/A） 

2019 2020 2021 2022 2019 2020 2021 2022 2019 2020 2021 2022 

251 153 81 117 108 46 27 42 43.0% 30.1% 33.3% 35.9% 

 

また、18 歳年齢人口の減少は、時間をかけて段階的に進むのであり、ただちに現在の 9

割程度の水準になる訳ではない。毎年、教育面、研究面で実績を着実に積み重ね、その成果

通じて、本学経営学部の学びの魅力を訴求することで、将来の少子化によるマイナスの影響

を克服し、長期的かつ安定的な学生確保ができるものと考える。 

こうした方面での強化策として、すでに約 20 社の企業と共同で取り組む「人材育成構想

会議」を設置し、「“大手前方式”の産学連携 PBL」についての準備を始めている。前者は、

これからの産業社会に求められる人材育成のあり方について、企業の人材育成の最前線の

方々からの意見を直接聴取する仕組みである。実社会の人材ニーズをタイムリーに汲み取

ることで、変化の激しい時代において、常に魅力ある教育を提供することが可能になると考

える。また、後者は、企業が現実に抱える様々な課題を理解した上で、経営学の理論を学び、

理論をもとに課題の解決策を検討し、そのプロセスを内省することで、成長につなげるとい

う本学経営学部ならではの教育方法である。こうした産業界との連携を通した理論と実践

を往還する学びの提供は、今後の社会が求める人材育成の実現につながり、そのような取り

組みを高校生、保護者、高校教員を含め幅広く社会に発信することが、本学経営学部の長期

的かつ安定的な学生確保に大きく寄与するものと考えている。 

 

４．まとめ 

 

これまで述べた分析結果を総合すると、図 2 のとおりとなる。 

まず、追加アンケート調査の結果を統合した後に、より厳密に対象者を絞り込むクロス集

計を施した結果を見ても「合格した場合、入学したい」と回答した者は、入学定員の 170 人

を上回る 201 人となった。これは、開設 10 年後における少子化の影響を考慮しても入学定

員 170 人を確保できる水準である。 

なお、本学の経営学部は、既設の現代社会学部の企業経営分野を移管する形で改組するも

のだが、これまで現代社会学部において企業経営分野を主専攻とする学生を約 70~80 人確

保しており、こうした土台の上に長期的かつ安定的な学生確保を実現できると考える。 

また、クロス集計の結果、「合格した場合、併願大学等の結果によって入学したい」と回

答した者が 257 人存在することから、この併願者について、現代社会学部の併願可能入試
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における歩留まり率 3 割に相当する 77 人の入学確保に努める。さらに、カリキュラムの充

実を図るために、すでに約 20 社の企業と連携し「人材育成構想会議」を設置し、「“大手前

方式”の産学連携 PBL」についての準備を始めている。こうした活動により、学びの魅力

を高め、それを幅広く訴求し続けることで、毎年着実に入学希望者の上積みを図り続けるこ

とができると考える。 

以上のことから、大手前大学経営学部経営学科の入学定員 170 人については、将来の少

子化の影響を考慮しても、長期的かつ安定的な学生確保が可能である。 

 

 
 

図 2 審査意見への対応における考察のまとめ 
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